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【背景・目的】近年大腸 ESD が一般化し多施設で行われているが、ESD 困難症例も存在する。我々は

ESD 困難症例に対し、より低侵襲化を目指した腹腔鏡内視鏡合同手術（LECS-CR）を行ってきた。当

院の LECS-CR の治療成績について報告する。

【対象・方法】2011 年 12 月から 2018 年 9 月の間、当院で LECS-CR を施行した 17 症例（男 12 例、

女 5 例、平均年齢 63.6 歳）の治療成績を検討した。LECS-CR の適応は、①内視鏡治療後の遺残再発

病変など広範で強固な線維化が示唆される腺腫・粘膜内癌、②憩室や虫垂内進展を伴った腺腫・粘膜内癌、

③粘膜下腫瘍と診断した症例とした。

【結果】部位の内訳は Ileum:1 例、C:7 例、A:4 例、T:3 例、D:1 例、Ra:1 例で右側結腸に多かった。

形態は表面型 12 例、隆起型 2 例、SMT 3 例、病理診断は粘膜内癌 5 例、腺腫 7 例、SSA/P 2 例、

NET(G1) 1 例、Schwannoma 1 例、Lipoma 1 例で、完全一括切除率 17/17(100%) と良好であっ

た。適応理由は内視鏡治療後遺残再発 5 例、虫垂内進展 6 例、憩室併存 3 例、SMT 3 例であった。術

後炎症反応は軽微で出血・狭窄・縫合不全等の偶発症はなかった。術後在院日数 ( 中央値 ) は 6 日 (4-12)、

平均 19.4 か月 (1-60) の追跡期間で遺残再発は認めていない。

【結語】LECS-CR は ESD 困難症例に対して低侵襲かつ安全確実に一括切除できる有用な方法と考えら

れた。


